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世
羅
町
指
定
重
要
文
化
財 

赤
屋
村
近
世
古
文
書 

昭
和
44

年
11

月
20

日
指
定 

 

も
と
赤
屋
村
の
庄
屋
宅
に
保
存
さ
れ
て
い
た
古
文
書
類
で
、
今
以
上
の

虫
食
い
や
湿
気
に
よ
る
汚
損
を
避
け
る
た
め
、
現
在
大
田
庄
歴
史
館
に
寄

託
さ
れ
て
い
ま
す
。
内
容
は
御
触
書

お
ふ
れ
が
き

や
地 じ

詰

帳

づ
め
ち
ょ
う

、
証
文
控
帳
、
村
絵
図

な
ど
数
百
冊
に
の
ぼ
る
貴
重
な
資
料
で
す
。 

 

古
い
も
の
で
は
、
正
保
３
（
一
六
四
六
）
年
、
慶
安
４
（
一
六
五
一
）

年
、
寛
文
11
年
（
一
六
七
一
） 

年
、
貞
享
５
（
一
六
八
八
） 

年
、
元
禄
２
（
一
六
八
九
） 

年
な
ど
の
文
書
が
あ
り
、
赤 

屋
地
区
は
も
と
よ
り
世
羅
町 

の
江
戸
時
代
の
歴
史
を
解
明 

す
る
う
え
で
大
変
参
考
と
な 

る
古
文
書
群
で
す
。 

 

本
古
文
書
群
の
解
読
に
つ 

い
て
は
、
東
地
区
歴
史
研
究 

会
が
解
読
に
尽
力
さ
れ
、
こ 

れ
ま
で
に
『
赤
屋
近
世
文
書
』 

・『
郷
土
に
伝
わ
る
古
文
書
』 

と
し
て
翻
刻
書
の
刊
行
等
に 

つ
と
め
て
ら
れ
て
い
る
。 

●
シ
リ
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ズ
●
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が
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の
文
化
財<
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世
羅
町
指
定
重
要
文
化
財 

潮
音
寺
の
観
音
堂 

 

昭
和
46
年
２
月
16
日
指
定 

 
 

奈
良
時
代
の
神
護
景
雲
３
（
七
六
九
）
年
に
宇
佐
八
幡
宮
信
託
事
件
の

起
き
た
際
，
和
気
清
麻
呂
が
信
託
の
確
認
の
た
め
九
州
西
国
へ
赴
く
途

中
、
現
在
の
三
原
市
大
和
町
篠
に
立
ち
寄
っ
た
と
い
う
伝
説
が
あ
り
ま

す
。
潮
音
寺
の
寺
伝
に
は
，
清
麻
呂
が
篠
の
白
見
山
海
北
寺
に
宿
泊
し
た

際
、
観
音
様
か
ら
の
お
告
げ
を
受
け
、
そ
の
寺
に
本
尊
と
し
て
祀
っ
て
い

た
聖
観
音
を
宝
亀
４
（
七
七
三
）
年
に
現
在
の
世
羅
町
大
字
小
国
へ
移
転

さ
せ
、
七
堂
伽
藍
を
設
け
、
改
称
し
て
「
白
華
山
潮
音
寺
」
と
し
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
後
，
南
北
朝
時
代
の
正
平
21
年
（
一
三
六
六
）
年
、
方
外

ほ
う
が
い

恵 え

超
ち
ょ
う

禅
師
が
禅
寺
と
し
て
中
興
開
山
（
再
興
）
し
ま
し
た
。
戦
国
時
代
の
天
正

年
間
（
一
五
七
三
～
一
五
九
二
）
と
近
代
の
大
正
４
（
一
九
一
五
）
年
に

大
火
に
遇
い
、
宝
物
・
古
記
録
の
大
部
分
を
焼
失
し
て
い
ま
す
。 

 

寛
政
９
（
一
七
九
七
）
年
の
修
理
棟
札
に
よ
る
と
，
か
つ
て
は
「
薬
師 

堂
」
で
あ
っ
た
も
の
を
観
音
堂
に
改
め
た 

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
，
文
化 

２
（
一
八
〇
五
）
年
の
「
釈
迦
堂
」
建
立 

の
棟
札
に
よ
る
と
、
釈
迦
如
来
像
の
脇
に 

文
珠
・
普
賢
の
両
菩
薩
と
33
体
の
観
音
像 

を
安
置
し
た
よ
う
で
す
。
さ
ら
に
文
化
12 

（
一
八
一
五
）
年
の
棟
札
に
は
「
薬
師
堂 

再
建
立
」
と
い
う
表
記
が
あ
り
、
そ
の
都 

度
お
堂
の
名
称
は
変
わ
っ
て
は
い
ま
す
が
、 

現
在
の
観
音
堂
を
さ
す
も
の
で
あ
る
と
推 

定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

 


